
【はじめに】Clostridioides difficile (C. difficile) は医療関連感

染として最も多くみられ、下痢や偽膜性腸炎などを引き起

こす原因菌である。検査方法について Clostridioides difficile 
診療ガイドラインでは、迅速検査と CD トキシン遺伝子検

査の実施、CD トキシン遺伝子検査のみ、培養検査後の

CDトキシン検査が推奨されている。以前当院では迅速検査

を実施し、主治医からの追加依頼で培養検査後 CD トキシ

ン検査を実施していたが SARS-Cov-2 感染の流行に伴い遺

伝子検査機器を導入し 2023年 7月より CD トキシン B 遺伝

子検査を開始したので報告する。

【方法】2023 年 7 月から 2023 年 11 月に Clostridioides 
difficile 腸炎を疑い提出された検体 59件のうち、迅速検査 

(ミズホメディー社クイックチェイサー CD GDH/TOX) に

て GDH 陽性、CD トキシン陰性となった検体 17 件を用い、

CD トキシン B 遺伝子検査 (ミズホメディー社スマートジ

ーン CD トキシン B) を実施した。

【結果およびまとめ】①GDH 陽性、CD トキシン陰性 17 件

中 12 件が CD トキシン B 遺伝子検査陽性、5 件が CD トキ

シン B 遺伝子検査陰性となった。

②迅速検査により GDH 陽性、CD トキシン陰性と確認され

た半数以上が CD トキシン B 遺伝子検査陽性であることが

判明した。

【考察】CD トキシン B 遺伝子検査導入前は、迅速検査キ

ットの感度不足により GDH 陽性、CD トキシン陰性時は臨

床症状や培養結果を加味してからの診断となっていたが、

CD トキシン B 遺伝子検査導入後は、診断が比較的容易と

なり早期の治療方針の決定に貢献、そして、スマートジー

ンは約 1 時間で結果が判明するため投薬までの時間が大幅

に短縮できたと考えられた。
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